
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
女
性
部
は
４
月
17

日
、第
18
回
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
女
性
部
通

常
総
代
会
を
開
催
し
、令
和
４
年
度
の

活
動
報
告
や
令
和
5
年
度
計
画
な
ど
３

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
合
併
に
伴
い
、女
性
部
も
令

和
５
年
７
月
に「
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
女
性

部
」の
設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総

代
会
で
は
、箕
野
文
子
部
長
が「
女
性

部
も
合
併
す
る
が
地
域
の
活
動
は
か
わ

ら
な
い
。今
ま
で
通
り
楽
し
く
活
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し

た
。総

代
会
後
に
は
、広
島
大
学
人
間
社

会
科
学
研
究
科
准
教
授
の
黒
坂
志
穂
先

生
に
よ
る「
骨
か
ら
始
め
る
科
学
的
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
」と
題
し
講
演
が
行
な
わ

れ
、骨
を
強
く
し
な
や
か
に
保
つ
こ
と

を
目
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ち
よ
だ
は
、４
月
21

日
か
ら
23
日
の
３
日
間
、グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
し
た
。地
域
の
野

菜
振
興
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、会
場
で
約
１
０

０
種
の
野
菜
苗
や
花
の
苗
、千
代
田
地

域
女
性
部
が
育
て
た
苗
を
販
売
。来
場

者
は
、栽
培
方
法
な
ど
を
Ｊ
Ａ
職
員
と

相
談
し
な
が
ら
買
い
求
め
ら
れ
、野
菜

や
花
の
苗
を
入
れ
た
箱
を
抱
え
た
買
物

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
規
制
も
緩
和
さ
れ
た
今
年
の
グ
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
、柑
橘
の
販
売
や
米

の
す
く
い
取
り
な
ど
も
行
な
わ
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
と
2
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ

ひ
ろ
し
ま
の
設
立
に
合
わ
せ
、県
内
各

地
の
合
併
し
た
Ｊ
Ａ
産
直
市
で「
誕
生

祭
」が
開
催
さ
れ
、ベ
ジ
パ
ー
ク
安
芸

高
田
で
も
誕
生
を
祝
い
、様
々
な
イ
ベ

ン
ト
で
来
店
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

店
内
で
は
野
菜
や
果
物
が
詰
ま
っ
た

「
５
０
０
円
バ
ケ
ツ
」や
合
併
し
た
Ｊ
Ａ

の
特
産
品
を
販
売
。ま
た
、店
先
で
は
ぜ

ん
ざ
い
の
無
料
配
布
や
豪
華
賞
品
が
当

た
る
輪
投
げ
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。県
内
18
ヵ
所
で
は
、ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
開
催
さ
れ
、す
て
き
な
賞

品
が
当
た
る
企
画
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

野
菜
生
産
部
会
ミ
ニ
ト
マ
ト
グ
ル
ー

プ
は
４
月
12
日
、全
農
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ー
ム
広
島
北
広
島
農
場
で
土
壌
消

毒
研
修
会
を
開
き
24
人
が
参
加
し
ま
し

た
。同

グ
ル
ー
プ
は
、過
去
数
年
に
わ
た

り
土
壌
菌
密
度
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
の
占
め
る
割
合
が
高
い

状
況
で
す
。
昨
年
、販
売
高
１
億
円
を

３
年
ぶ
り
に
達
成
し
ま
し
た
が
、土
壌

病
害
に
悩
ま
さ
れ
る
圃
場
も
あ
り
、同

農
場
で
は
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
由
来
の
萎
凋

病
と
思
わ
れ
る
症
状
も
発
生
。安
定
し

た
生
産
を
目
指
す
な
か
基
礎
と
な
る
土

づ
く
り
か
ら
取
り
組
む
た
め
、土
壌
病

害
対
策
と
し
て
薬
剤
や
微
生
物
資
材
の

活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

女
性
部
総
代
会
を
開
催

７
月
か
ら
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
女
性
部
へ

春
の
お
た
の
し
み
イ
ベ
ン
ト
!!
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
誕
生
祭
を
開
催

ベ
ジ
パ
ー
ク
安
芸
高
田

１
億
円
産
地
へ
向
け

土
づ
く
り
強
化

▲体を動かす黒坂先生の講演会は好評でした。

▲たくさんの人で賑わいました。

▲輪投げで賞品ゲット！人気賞品は卵でした。

▲農場の研修生が農薬の袋を畑の上を引きず
るように散布し被覆後、水封をしました。

広島北部地域本部
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田
植
え
終
了
後
の
分
げ
つ
期
後
半
か
ら
の

管
理
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

分
げ
つ
期
後
半
（
５
月
下
旬
～
６
月

上
旬
）
の
管
理

軽
い
田
干
し
を
し
ま
し
ょ
う
！

根
を
健
全
に
保
つ
た
め
に
、
時
々
、
軽
い

田
干
し
を
行
な
う
こ
と
で
土
に
酸
素
を
入
れ

ま
し
ょ
う
。

効
　
果

①
強
い
分
げ
つ

強
い
分
げ
つ
を
発
生
さ
せ
、
根
を
深
く
張

ら
せ
ま
す
。

②
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給

土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
し
ま
し
ょ
う
。

酸
素
を
供
給
す
る
と
生
ワ
ラ
等
の
腐
熟
に

よ
り
発
生
す
る
有
毒
ガ
ス
が
原
因
で
引
き
起

こ
る
根
腐
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

根
腐
れ
防
止
に
間
断
か
ん
が
い
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

間断かんがい
　田に水を満たした状態と、水を
落として干した状態を数日おきに
繰り返します。

水
管
理

基
本
的
に
は
浅
水
管
理
→
還
元
障
害
を
防

ぎ
有
効
茎
数
を
確
保
し
ま
す
。

◎
軽
い
田
干
し
も
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

溝
切
り
を
実
施
し
、
水
管
理
を
し
や
す
く

し
ま
し
ょ
う
。

�

（
時
期
：
6
月
上
旬
～
中
旬
）

中
干
し

時
期

通
常
の
株
間
（
18
～
20
㎝
）
の
場
合

目
標
茎
数
（
18
～
20
本
）
が
確
保
で
き
た

ら
開
始
。

疎
植
田
植
の
場
合

株
間
に
応
じ
て
分
げ
つ
本
数
を
多
く
し
ま

し
ょ
う
。

�

目
標　
４
０
０
本
／
㎡

水
　稲

農
薬
散
布
時
に
は
正
し
い
農
薬
の
使
用
と
飛
散
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

適
正
農
薬
の
使
用

・
適
用
作
物
か

・
希
釈
倍
数
・
使
用
時
期
・
散
布
量

・
使
用
総
回
数

注　
意

・
隣
接
す
る
圃
場
と
距
離
が
近
い
時

・
食
用
作
物
の
収
穫
時
期

・
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

対　
策

・
散
布
量
を
守
る

・
風
向
き
や
風
の
強
い
日
は
散
布
し
な
い

・
飛
散
防
止
ノ
ズ
ル
を
使
用

・
周
り
の
作
物
に
も
登
録
の
あ
る
農
薬
で

・
粒
剤
を
使
用

・
散
布
後
の
機
械
器
具
は
洗
っ
て
保
管

効
　
果

過
剰
分
げ
つ
を
抑
え
、
根
に
十
分
な
酸
素

を
供
給
す
る
こ
と
で
根
張
り
を
良
く
し
、
受

光
体
勢
を
整
え
ま
す
。

方
　
法

�

排
水
→
5
㎜
程
度

の
亀
裂
が
入
る
ま

で
干
し
→
走
り
水

〈
注
意
！
〉

　
水
持
ち
の
悪
い
水
田
や
水
の
不
十
分
な

水
田
で
は
強
い
中
干
し
を
ひ
か
え
、
間
断

か
ん
が
い
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

赤
枯
れ
対
策

土
中
か
ら
有
毒
ガ
ス
が

発
生
し
、
稲
の
下
葉
が
黄

化
し
て
い
る
状
態
。

対
　
策

水
田
の
ガ
ス
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

田
干
し
や
資
材
散
布
が
有
効

①
強
め
の
中
干
し
を
行
な
う

②�

豊
土
サ
ン
グ
リ
ー
ン
追
肥
用
を
散
布

�

施
肥
量
５
㎏
／
10
ａ

③
塩
化
加
里
の
散
布�

施
肥
量
10
㎏
／
10
ａ

周
辺
圃
場
の
生
産
者
と
連
絡
し
、

事
前
に
収
穫
を
し
た
り
飛
散
の
恐
れ

の
あ
る
場
合
は
、防
止
対
策
な
ど
を

実
施
し
、地
域
全
体
で
農
薬
の
飛
散

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

３月28日（火）、北広島町春
木に建設した北広島町選果場
の竣工式を行ないました。選
果場は鉄骨造平屋建の約995
㎡で予冷設備を備えており、
主に北広島町を中心に作られ
ているミニトマトやキュウリ
が持ち込まれます。
ミニトマトは北広島町の千
代田地区が主産地で、近年、
北広島町の認定就農研修制度
や研修施設である全農チャレ
ンジファームなど、行政や関係機関と生産振興や新規就農者育成の面で連携を図りながら増反を
してきました。
さらなる産地化への中心施設の建設が必要となることから検討を重ね、主に同町大朝地区で栽
培され、大朝野菜集荷場で選果を行なっているキュウリも同じ場所に集約することで、集荷・選
果場の再編を行ない、将来的な広域利用も視野に入れます。

式の後は内覧会で施設を説明 選果場内の機器も披露しました。

北広島町選果場竣工式

月額料金　2,403円（税込）●初回登録月は、月末までの料金がかかりません。●電子版のみの料金です。紙版を併せて購読する場合は
　紙版の購読料が別途、発生します。

日本農業新聞のお問い合せや申し込みは、広島北部地域本部統括部または各支店営農経済担当までご相談ください。

日本農業新聞は電子版を創刊。新聞本誌を基軸
に、デジタルでの情報発信を強化します。
農業所得と生産力を高め、地域活性化にも役立
つ情報を伝えます。

広島北部地域本部広島北部地域本部

なるほどえ～のぅ!営農情報
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木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

千
代
田
支
店

産
直
市
の
日

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培・新
品
種
紹
介（
病
気
等
の
防
除
対
策
）

吉
田
支
店

吉
田
支
店

適
切
な
農
薬
使
用
講
習

吉
田
支
店

千
代
田
支
店

ふ
れ
あ
い
活
動
日

売
れ
る
荷
造
り（
夏
野
菜
編
）

吉
田
支
店

吉
田
支
店

吉
田
支
店

吉
田
支
店

長い間ありがとうございました長い間ありがとうございました
令和４年度　定年退職者令和４年度　定年退職者

定番

川根産ゆずを使用

お知らせカレンダー月6 年金相談会年金 《吉　田》  9時～15時
《千代田》10時～15時

その他予定 アグリセミナー
講義予定

日　　時 ６日㊋
10：00～11：30

13日㊋
10：00～11：30

20日㊋
13：30～15：30

開催場所 ベジパーク２階研修室 ベジパーク２階研修室 生産農家（現地）

テーマ 野菜の新品種
紹介・栽培講座

産直で儲ける売れ筋
野菜・果樹栽培講座 生産者に学ぼう現地講座

講習会名
サツマイモの栽培

新品種紹介
（病気等の防除対策）

適切な農薬使用講習
新設講座

売れる荷造り　夏野菜編
新設講座

※受講希望の方は、お問い合せ先までご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、中止になる場合もございますのでご了承ください。

6月の講習

お問い合せ先 JAひろしま広島北部地域本部　営農経済部　営農販売課
☎54-0814 （8：30〜17：00　土日･祝日を除く）

受けたい講座だけ
受けられる！

安芸高田市の方も
北広島町の方も

受講料 無 料

（写真右から）
谷本　敏昭（監査室 室長）
前田　冬樹（営農部 部長）
三浦亜也子（生活福祉課 課長）
国岡　晶子（美土里支店 経済ふれあい係）
上村　妙子（大朝支店 担当課長）

春の農繁期になりましたね！
今年もひろしま柑橘ジュースで
水分補給をしましょう！

藻塩はっさく水藻塩はっさく水
（清涼飲料水）（清涼飲料水）

広島県産のはっさく広島県産のはっさく
と海人の藻塩を使用と海人の藻塩を使用
500㎖×24本500㎖×24本

��3,3003,300円円

藻塩レモン水藻塩レモン水
（清涼飲料水）（清涼飲料水）

広島県産のレモンと広島県産のレモンと
海人の藻塩を使用海人の藻塩を使用
500㎖×24本500㎖×24本

��3,3003,300円円

缶詰合せセット缶詰合せセット
ゆずドリンク、みかんつぶつぶ、ゆずドリンク、みかんつぶつぶ、
レモンスカッシュレモンスカッシュ
190g缶 ３種×各８本190g缶 ３種×各８本

�� 3,0503,050円円

ひろしま柑橘愛飲運動

ご注文・お問い合せは各支店営農経済担当まで

（税込） （税込） （税込）

広島北部地域本部
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